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礼拝説教（2020年5月 24日） 

説教者：中村信哉 

真理はあなたを自由にする 
ヨハネの福音書8章31-38節 

 

はじめに 

 今日から数回にわたって、「自由」ということをテーマに説教をしたいと思っています。

多くの方は、「クリスチャンになると自由がなくなる」と考えています。お酒もタバコも止

めなければならない、日曜日に教会に行かなければならないなど、クリスチャンになると

色々な決まり事に縛られるようになると考えているようです。 

しかし使徒パウロは、「キリストは、自由を得させるために私たちを解放してくださいました」（ガ

ラテヤ 5：1）と言っています。つまりイエス様は、私たちを「自由」にする方であると言うの

です。決して、私たちを「不自由」にする方ではないのです。イエス様を信じてクリスチャ

ンになるというのは、本来、「自由」になることなのです。しかし多くの方は、イエス様を

信じてクリスチャンになると「不自由」になると考えているのです。 

皆さんはどうでしょうか。皆さんはクリスチャンになって、「自由」になったと感じてい

るでしょうか。それとも「不自由」になったと感じているでしょうか。 

今日は、イエス様の言葉から「自由」について考えたいと思います。 

 

1．イエスの本当の弟子とは 

 31 節でイエス様は、「ご自分を信じたユダヤ人たち」に向かってこう言われました。「あなた

がたは、わたしのことばにとどまるなら、本当にわたしの弟子です」。イエス様はここで、イエス様

の「本当の弟子」とはどういう人かということを語っています。 

 イエス様は、十字架で死なれて復活し、天に昇られる前に弟子たちにこう言われました。

「あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい」（マタイ 28：19）。イエス様は弟子た

ちに、あらゆる国の人々を「イエス様の弟子」としなさいと命じて、天に昇って行かれたの

です。その意味で、教会の使命は、あらゆる国の人々を「イエス様の弟子」とすることと言

えます。そして、イエス様を信じてクリスチャンになった人が目指すべき目標は、「イエス

様の弟子」となることと言えます。 

 イエス様は、イエス様を信じる人たちに、「イエス様の本当の弟子」となるにはどうすれ

ばよいかを教えています。それは「イエス様のことばにとどまる」ということです。私たち

は、イエス様のことばにとどまれば、「イエス様の本当の弟子」となることができるのです。 

 

 では、「イエス様のことばにとどまる」とは、具体的にどういうことでしょうか。「とどま

る」とは、「ずっとそこにいる」ことを意味します。その意味で、「イエス様のことばにとど
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まる」とは、イエス様のことばを聞き続ける、あるいは読み続けることです。また聞き続け

る、あるいは読み続けるだけでなく、イエス様のことばを実行し続ける、あるいは従い続け

ることです。 

 イエス様は、「イエス様のことばにとどまる」ことを教えるために、あの「四つの種のた

とえ」を話されたのではないかと思います。四つの種のうち、岩地に蒔かれた種は、みこと

ばを喜んで受け入れるけれども、困難や迫害が起こるとつまずいてしまう人のことを表し

ていました。つまり困難や迫害が起きると、みことばを聞くこと、従うことを止めてしまい、

みことばを捨ててしまう人のことです。「イエス様のことばにとどまる」人とは、試練の中

でも、みことばを捨てたりせず、みことばを聞き続け、従い続ける人のことです。 

 また茨の中に蒔かれた種は、みことばを聞いても、この世の思い煩いや、富の惑わし、そ

のほかのいろいろな欲望が邪魔して、みことばが心に入っていかない人を表していました。

つまりみことばよりも、この世の価値観、お金、自分の欲を優先する人のことです。「イエ

ス様のことばにとどまる」人とは、自分の欲やこの世の価値観に従うのではなく、みことば

に従うことを優先する人のことです。 

 「イエス様の本当の弟子」とは、どんな時でも、生涯の最後まで、みことばを聞き続け、

従い続ける人のことです。そして、自分の欲やこの世の価値観に従うのではなく、みことば

に従って生きる人のことです。 

 

2．真理は私たちを自由にする 

 イエス様は32節で、続けてこのように言われました。「あなたがたは真理を知り、真理はあ

なたがたを自由にする」。イエス様のみことばを聞き続け、従い続ける時に、私たちは「真理」

を知るようになるとイエス様は言われます。 

 では「真理」とは、何でしょうか。イエス様は、「わたしが道であり、真理であり、いのちなの

です」（ヨハネ 14：6）と言われました。「真理」とは、イエス様のことであると言えます。イエ

ス様のみことばを聞き続け、従い続ける時に、私たちは本当の意味でイエス様を知るように

なるのです。 

 そして、「真理はあなたがたを自由にする」と言われているように、イエス様のみことば

を聞き続け、従い続ける時に、私たちは本当の意味でイエス様を知り、イエス様を本当の意

味で知る時に、私たちは「自由」を与えられるのです。 

 

 しかし、イエス様のこの言葉を聞いていた人たちは、イエス様にこのように言います。「私

たちはアブラハムの子孫であって、今までだれの奴隷になったこともありません。どうして、『あなたが

たは自由になる』と言われるのですか」。イエス様が言われた「自由」というのは、「奴隷からの

解放」を意味しています。つまり「自由」の反対は、「奴隷」であるということなのです。

その意味で、イエス様の言葉を聞いていた人たちは、自分たちは「奴隷」でもないのに、な

ぜイエス様は「自由」になると言われるのかと不思議に思っているのです。 
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 私たちも、自分が「奴隷」だとは思っていません。私たちの国には「奴隷制度」はないか

らです。しかし、ルールや規律が厳しく、自分のやりたい事ができない時には、「自分は奴

隷のようだ」と言う時があります。私たちは、自分の好きなことをする事、自分のやりたい

ことをする事を「自由」だと思っています。しかしイエス様が言われた「自由」というのは、

「奴隷からの解放」を意味しているのです。 

 

 イエス様は34節でこう言われます。「まことに、まことに、あなたがたに言います。罪を行って

いる者はみな、罪の奴隷です」。イエス様は、罪を行っている者はみな、「罪の奴隷」であると

言われます。 

 「罪」とは、何でしょうか。「罪」とは、神様の律法に従わないことです。神様の律法は、

モーセの「十戒」に要約して書かれていますが、その中心は「神様を愛し、隣人を愛するこ

と」です。その意味で、神様を愛さないこと、隣人を愛さないことが「罪」なのです。また

神様を愛さず、隣人を愛さない人は誰を愛しているのでしょうか。それは、自分自身です。

神様を愛さないで、隣人も愛さないで、自分だけを愛して生きること、つまり自己中心に生

きること、それが「罪の本質」なのです。 

 私たちは、自分の好きなことをする事、自分のやりたいことをする事を「自由」だと思っ

ています。しかし聖書は、そのように自分を中心にして、自分の好きなこと、自分のやりた

いことをして生きることを、「罪の本質」と捉えています。もしかしたら、私たちが「自由」

だと思っていること、それこそが「罪」そのものなのかもしれません。 

 イエス様はある時、「放蕩息子のたとえ」を話されました。ある息子が、父に財産の分け

前をもらって、遠く離れた国で、自分の好きなことをして、やりたいことをして、財産を使

い果たしてしまいました。彼は、父から離れて、自分の好きなことを、自分のやりたいこと

をすることが、「自由」だと思っていました。しかし彼は、財産を使い果たし、飢え死にし

そうになったのです。彼が思っていた「自由」は、決して彼を幸せにしなかったのです。彼

は、自分が思っていた「自由」こそが「罪」だと知って、父のもとに帰って行くのです。そ

して、父のもとにこそ、本当の「自由」があることを知ったのです。 

 イエス様は、「罪を犯している者はみな、罪の奴隷です」と言われました。神様を愛さず、

隣人を愛さず、自分だけを愛して生きること、自己中心に、自分の好きなこと、自分のやり

たいことをして生きること、つまり神様から「自由」になって生きること、それこそが私た

ちは「自由」だと考えますけれども、イエス様は、それは決して「自由」ではない、それは

むしろ「罪の奴隷」として生きているのだと言うのです。 

 「罪の奴隷」として生きる時、私たちは神様の怒りと呪いの下に置かれます。そして、こ

の世でのあらゆる悲惨と肉体の死と永遠の地獄の刑罰を経験しなければなりません。私た

ちが「自由」だと思っている生き方、それは決して私たちに「幸せ」をもたらすものではな

く、あらゆる悲惨と永遠の滅びをもたらすのです。 

 「奴隷」は、自分の力で「自由」になることはできません。誰か他の主人に買い取られな
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ければなりません。私たちも、自分の力で自己中心の生き方、愛から離れた生き方、偽りの

「自由」の生き方から「自由」になることはできません。誰か他の主人が代価を払って解放

してくれなければ、決して「自由」になることはできないのです。 

 イエス様は、「真理はあなたがたを自由にします」と言われました。「真理」とは、イエス

様のことです。イエス様こそ、私たちを「罪の奴隷」から「自由」にしてくださるのです。

自己中心の生き方、愛から離れた生き方、偽りの「自由」の生き方から解放し、あらゆる悲

惨と永遠の滅びから解放してくださるのです。 

 イエス様はこう言われました。「人の子も、仕えられるためではなく仕えるために、また多くの

人のための贖いの代価として、自分のいのちを与えるために来たのです」（マルコ 10：45）。イエス

様は、私たちを「罪の奴隷」から解放し、「自由」にするために、御自身のいのちを「贖い

の代価」として払ってくださったのです。私たちを、自己中心の生き方、愛から離れた生き

方、偽りの「自由」の生き方から救い、あらゆる悲惨と永遠の滅びから救うために、御自身

のいのちを献げてくださったのです。 

 

おわりに 

 イエス様を信じ、イエス様のみことばを聞き続け、従い続け、イエス様を知り、イエス様

の本当の弟子となる時、私たちは「罪の奴隷」から「自由」にされるのです。 

 アダムとエバが禁断の木の実を食べて以来、私たち人間は生まれながらに「罪の性質」を

持って生まれてきます。その意味で、私たち人間は生まれながらに「罪の奴隷」なのです。

しかしイエス様を信じ、イエス様のみことばにとどまる時、私たちは身分が変化するのです。

「罪の奴隷」から「イエス様の弟子」とされるのです。「罪の奴隷」は、自分の欲望に従い

ますが、「イエス様の弟子」は、イエス様のことばに従います。 

 「自由」は決して、自分の欲望に従うことではありません。本当の「自由」は、イエス様

のことばに従うことなのです。神の子であるイエス様に従い、神様を愛し、隣人を愛してい

くこと、そこにこそ本当の「自由」があるのです。 

 

 天におられる主なる神様。 

 私たちは生まれながらに「罪の奴隷」であって、「自由」をはき違えて生きてきました。

誰にも従わず、自分の欲望に従って生きることこそが、「自由」だと思っていました。しか

しその成れの果ては、あらゆる悲惨と永遠の滅びが待っているもので、決して私たちを幸せ

にはしません。自分の力では、そのような生き方から抜け出すことができませんでした。 

 しかしあなたが遣わされたイエス様が、御自身のいのちを「贖いの代価」として献げて、

私たちを「罪の奴隷」から解放してくださいました。どうか私たちが、イエス様のことばに

とどまり、イエス様を本当の意味で知り、イエス様の本当の弟子となり、本当の「自由」を

生きることができますように。 

この祈りを贖い主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。 


